
 

 

 

 

 2015 春闘・第３回賃上げ集計  

単単純純平平均均 55,,666611 円円、、加加重重 55,,558855 円円  

 

＜回答状況＞ 

 2015 年 2014 年 

登録組合数 838 860 

回答組合数 284（33.9％） 293（34.1％） 

うち金額・率回答    215    233 
うち「定昇のみ」など

言葉による回答 
69     60 

  うち上積み獲得 39（13.7％） 43（14.7％） 

うち妥結組合数 31（10.9％） 34（11.6％） 

＜回答内容＞ 

集計方法＆対象 2015 年 2014 年 （前年比） 

単純平均 
額（円） 5,661 5,722 －61 

率（％）  1.99  1.96 ＋0.03 

加重平均 

額（円） 5,585 6,131 －546 

率（％）  1.82  2.05 －0.23 

組合員数（人） 54,106 64,903  

＜前年実績との比較が可能な組合における回答状況（金額での比較）＞ 

前年比較可能な組合数 うち前年実績以上 （前年超） （同 額） 

200 105（52.5％） 85 20  

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 金額・率 前年実績 （前年比）

単純平均 
額（円） 200 5,763 5,886  －123 

率（％） 122 2.09 2.16  －0.07 

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

※「定昇のみ」など言葉による回答は計算から除いています。 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 27 日、2015 年春闘

における第３回目の賃金改定集計を行い、1９単産・部会から報告が寄せられました。 
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＜集計結果の概要＞ 

 回答引出し・妥結状況 

 第 3 回集計には、あらたに建交労・鉄道、検数労連、郵政ユニオン、全倉運から報告が寄せられ

19 単産・部会での集計となりました。 

 27 日現在、回答を引き出したのは、登録 838 組合のうち 33.9%にあたる 284 組合となっていま

す。前回調査（3 月 18 日）以降を産別回答指定日に設定した検数労連、全倉運で回答引き出しが

行われるなど、前回調査（219 組合・26.1％）から 65 組合・7.8 ㌽増えています。前年同期（2014

年 3 月 27 日現在：293 組合・34.1％）と比べ 0.2 ㌽下回っています。 

集中回答日翌日に行った第 1 回集計（3 月 12 日現在：165 組合・19.7％）からは 119 組合・14.2

㌽上昇しています。前年同期は 119 組合・13.9 ㌽の増加でしたので、現段階では、回答引き出し

はほぼ前年並みでの推移となっています。 

 回答を引き出した組合のうち妥結したのは 31 組合で、妥結率は 10.9%です。前回調査（21 組合・

9.6%）から 10 組合・1.3 ㌽増え、前年同期（34 組合・11.6%）と比べ 3 組合・0.7 ㌽減少していま

す。 

全体の回答内容 

 有額回答を引き出した 18 単産・部会での単純平均（（一組合あたりの平均）は 5,661 円・1.99％

で、加重平均（組合員一人あたりの平均）は 5,585 円・1.82%となっています。 

 前回調査と比較すると、単純平均 589 円減・－0.02 ㌽、加重平均 94 円減・－0.06 ㌽となってい

ます。前年同期との比較では、単純平均で 61 円減・＋0.03 ㌽、加重平均で 546 円減・－0.23 ㌽と

なっています。 

規模別に単純平均の前年同期比をみると、「1000 人以上」が 726 円減・－0.12 ㌽、「300～999

人」が 422 円減・－0.16 ㌽と、規模の大きな組合での厳しい回答状況となっていることが伺えま

す。 

回答が出揃っていない単産・部会もある状況ですが、単産・部会別に単純平均額の前年同期比を

みると、現段階では、建設関連労連、JMIU、化学一般労連、建交労・運輸、建交労・鉄道、検数

労連、全倉運、生協労連、地方登録組合がプラス、全印総連、民放労連、出版労連、地方マスコミ

のマスコミ関係や建交労・製造、日本医労連、郵政ユニオンがマイナスとなっています。 

同一産業内でも「回答が二極化している」との報告も寄せられており、統一闘争を一層強めるこ

とが重要な局面となっています。 

そうした中、民放労連、JMIU、出版労連、建設関連労連、地方登録組合の 15 組合（前年同期

20 組合）が月額 1 万円以上の回答を引き出しています。率では、建設関連労連の組合の 4.35%を

筆頭に 34 組合が 2.5%以上、うち 15 組合が 3%以上を獲得しています。 

また、JMIU（2 組合）で 4 次回答を引き出したのをはじめ、39 組合が数次にわたる上積み回答

を引き出しています。回答引き出し組合の 13.7%となり、前回調査（24 組合・11%）から 2.7 ㌽上

昇しています。JMIU の京滋地本・カシフジが前年実績を上回る 9,100 円・3.24％の 4 次回答を引

き出すも、安易に妥結せず要求をあきらめずにたたかいを継続するなど、多くの組合が暮らしを改

善する大幅賃上げを実現するために粘り強く交渉を進めています。 



前年実績比較可能組合での回答状況 
同一組合での前年実績対比が可能な 200 組合での単純平均額は 5,763 円で、前年実績を 123 円

下回っています。率では、122 組合の単純平均で 2.09％と、前年実績比－0.07 ㌽となっています。 

依然として前年実績比微減の状況ではありますが、前回調査時（186 円減・－0.11 ㌽）からは若

干マイナス幅が縮小しています。 

前年実績額以上の組合は前回調査（46.3%）から 6.2 ㌽増加し、105 組合・52.5％となっており、

回答引き出し・追い上げゾーンなどを設定しながら、積極的な上積み、回答引き上げが図られたこ

とが伺える状況となっています。 

 

多くの産別から、「徹底した要求討議」、「ストライキ配置を含む統一闘争」、「全組合員参加」な

ど原則的なたたかいをしっかりと進めている組合で前進回答を引き出しているとの報告も寄せら

れています。 

物価上昇にも届かない低額回答を打ち破り、暮らしを改善する大幅賃上げを実現するために、生

計費原則にもとづき暮らしと労働実態を語り合う取り組みを再強化し、職場を基礎にした取り組み

と統一闘争への結集を強めながら、春闘後半戦を粘り強くたたかっていきましょう。 

非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況 

 パートやアルバイトなど非正規雇用で働く仲間の賃上げは、あらたに郵政ユニオン、民放労連か

ら報告が寄せられ別表の 7 単産での集計となりました。前回調査（3 月 18 日現在：80 組合・142

件）から 22 組合・45 件増え、34 組合で 187 件の成果を獲得しています。前年同期（2014 年 3 月

27 日現在：78 組合・116 件）を 24 組合・71 件上回っています。 

 その多くはパートやアルバイトを中心とした時間給で働く仲間の賃金引上げで、124 件の賃金引

上げを獲得しています。引上額の単純平均は 25.6 円（88 組合平均）、0.82％（21 組合平均）です。

改訂後の金額が分かっている 25 組合での平均時間額は 998 円となっています。 

 その他、日給制（1 件）、月給制（44 件）、再雇用・継続雇用者（15 件）での賃金引上げも勝ち

取っています。 

 民放労連では、派遣元への派遣料金を増額させることで、派遣で働く仲間の処遇改善を実現して

います。各組織が「すべての労働者の大幅賃上げ」を掲げたたかいを進め、回答引き出しの広がり

が確認できる状況となっています。 

企業内最低賃金改訂状況 

 企業内最低賃金協約の締結・改定は、別表の 5 単産 57 組合から獲得の報告が寄せられています。

日本医労連と生協労連では、看護師やヘルパーの職種別最低賃金協約も獲得しています。 

 時間額では改訂後の金額掲示のあった 37 組合の平均は 813 円、日額・6 組合平均 6,347 円、月

額・23 組合平均 163,388 円となっています。 

 職種別最低賃金では、生協労連・ヘルパーで時間額 1,120 円、日本医労連・看護師で時間額 1,161

円、日額 8,443 円、月額 194,805 円、ヘルパーで時間額 902 円、日額 6,688 円、月額 147,125 円

となっています。 

企業内最低賃金の締結・改定をさらに広げ、賃金の底上げの取り組みを強めていきましょう。 

  ままももろろうう憲憲法法とと暮暮ららしし  スストトッッププ暴暴走走政政治治  実実現現ししよようう！！大大幅幅賃賃上上げげとと雇雇用用のの安安定定    



＜参考＞ 他団体の賃上げ集計結果 

●連合の第 2 回回答集計（平均賃上げ方式・3 月 26 日公表）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

※中小共闘は、規模 300 人未満 

※単純集計（一組合あたりでの平均）での公表なし 

 

●連合の臨時回答集計（平均賃上げ方式・3 月 30 日公表）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

※中小共闘は、規模 300 人未満 

※単純集計（一組合あたりでの平均）での公表なし 
※臨時集計のため昨年同期なし 
 

●連合・第 1 回回答集計（非正規雇用労働者の賃金引上げ・3 月 20 日公表）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

集計対象 
集計組合 加重平均 

組合数 人数(万) 金額 率 昨年 率 

全組合 1,227 170.9 7.136 2.36 6,634 2.23 

中小共闘 658 7.1 5,587 2.19 4,824 1.98 

集計対象 
集計組合 加重平均 

組合数 人数(万) 金額 率 昨年 率 

全組合 1,597 180.9 7.042 2.34 － － 

中小共闘 933 10.0 5,213 2.09 － － 

集計対象 
時間額 月額 

組合数 金額 組合数 金額 

全組合 55 19.67 32 4,18 


